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1.　ミシ ンに よ`る縫製特に 高速度 ミシンで の縫 製にお

いて，摩擦熱 のため糸 が溶 融し て切断 する場合 が多い。

本実験は ミシ ン縫製 の際 の条件 が発熱 に及 ぼす影響 を明

か にするために行なった。

2. 最初， ミシン縫 製時 におい て， 針が布地を貫 通す

る際 にうける抵抗 と針に加わる圧力 を測 定し て求 めた。

こ の研究の一 部は， すでに関西支部研究発表会で報告し

たが，測 定方 法はミシン針の取付 けの基 部に燐青銅板か

らなる小さなリングを別に取付け，針が布を通る際に う

ける布面に直角方向の圧力変化を リン グの変形によ るス

トレングージの抵抗変化 として ストレ ンメータによ りオ

シログラムに記録する。別にこのリングに一定圧力を加

え て補正を行な うことによ り，オシログラムから定量的

に針に加 わる圧力変化を測定で きる。 また針の基部に サ

ーミ スタを とりつけ，縫製 の進行 に伴 う温度上昇を測定

す る。

3. 布の種類，針の種類，縫製速度 が異なると貫通時

の抵抗は著し く変 る。針 が布 中に進入 するときは抜け出

る場合 よりはやかに抵抗 は大 きい。それぞれ の材料 の最

大圧力 は，測定し た範 囲では,   200～700 gr. であっ た。

またこの抵抗 の変化 が発熱 には大きい影響 を及ぼ すこと

をたし かめた。 これら の条件 をかえて の測定 について報

告 する。


